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 イ オ ン交換性合 成樹 脂が 電解質溶液 中で示すイオ ン交換吸 着現象 は,凝 極性吸着 媒 による異

極 性吸 着 の典 型的 な もので ある・ それ故 かか る吸着 現象 の研 究は,吸 着 理論及 び慮 朋に於て役

立 つ もの と思 ふ・先 づ 始め に,カ チオ ン交換性合成樹脂 を用ぴ,種 々の カチオ ンに就 いて交換

吸着性 の難 易 に就 いて研 究 を始 めた.

 帥 ち,カ チオ ン交換 性合 成樹脂 として,天 然 ゴムを硫酸 で樹脂化 し,次 いで磯煙硫 酸で硫酸

化せ るR-SO, H型 の 合成 樹 脂 を用ぴ, N/10-LiCl, NaCI, KCI, NH,Cl, MgC12, CaCl2, NiCl2,

CdCl2, BaC12で 静 的 交換 吸着 を行は しめて,其 の交換 吸着能 力を比較 した ・實験結果 は次 の如

し.  「                '
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              交 換 吸 着 性 の 難 易

       Li士くNa+<Ni++<K+=Cd++<NH,+<Mg++<Ca++〈Ba++

       1債 イォ ンでは  1.i+<Na+〈K+〈NH4+

       2慣 イオ ンでは  Ni++〈Cd+÷ 〈Mg++くCa++くBa++

 以上の實験結果 より考察するに,イ オンの交換吸着性の難易は,各 イオンの リオ トロープ系

列及び水和傾向と密接 な關係を有 し,イ オンの水和傾向の小なるもの程容易に交換吸着される

事が認め られ るのであつて,そ の原因として,カ チオンの水和傾向が合成樹脂への界面吸着 を
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妨1ナるか,又 は,之 等のカチオンの樹脂アニオンに封する静電敷果が,そ の水和 にょつて妨害

され るといふ二つの揚合が考へ られる.
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